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ダンス＆ボーカルユニット りんご娘が県内市町村をま
わるライブツアー「Live Tour 2026“RINGO 

GYM”」の中泊公演がパルナスホールで開かれ、町内はも
ちろん、全国各地からファンが応援に駆け付けました。
　会場には急遽、町出身タレントでりんご娘とも親交のあ
る横山ひできさんも登場し司会を担当、会場を大いに沸か
せました。
　りんご娘がステージに登場すると盛り上がりは最高潮
に！ステージを飛び出して客席でハイタッチするなど、う
れしいサプライズもありました。
　今回の中泊公演は、５月16日に弘前市のはるか夢球場
で行われたライブの動員数１万人を目指したPR活動の一
環で、県内17か所を巡っています。

町行政の円滑な運営のため、町と町民のパイプ役を
担う中泊町行政連絡員の令和8年度総会が行われ

ました。
　各地区にお住いの行政連絡員が集まり、令和８年度で
行う事業内容などを確認しました。
　総会に出席した三上副町長は「行政連絡員のみなさん
は、行政と町民をつなぐ架け橋。町行政の推進や地域活
性化の実現のため、引き続きご支援・ご協力をお願いす
る。」と感謝の気持ちを述べました。

災害時の避難所機能、平時の宿泊機能を両立させた
中泊町トレーラーハウスホテル「湯らぱーくキャ

ビン」がオープンしました。
　湯らぱーくの駐車場に３台設置され、専用サイトから
ご予約できます。
　広さは８畳ほどで、リビング、ベッドスペース、簡易
キッチン、ユニットバスを備え、テレビや電子レンジな
どの家電に加え、Wi−Fi環境も整っています。
　この日は湯らぱーく駐車場でオープニングセレモニー
が行われ、町長や関係事業者などがテープカットを行い
ました。濱舘町長は「トレーラーハウスはあくまでも災
害時の避難所、しかし有事の場合以外ではホテルとして
観光に役立てられる。有効に活用していきたい。」と話
しました。
　湯らぱーくキャビンは、１棟に最大４人まで宿泊する
ことができ、１泊大人７千円、大人２人目は５千円、高
校生以下は３千円、小学生未満は無料です。

中泊町にりんご娘が!? ファンが大熱狂４/17

中泊町行政連絡員総会を開催しました４/24

トレーラーハウスホテル「湯らぱーくキャビン」を整備４/27
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兼任集落支援員の活動を強化するため、地域おこし協
力隊に松山あさみ隊員が加わりました。

　兼任集落支援員ネットワーク協議会に所属し、地域のイ
ベント、祭り等への参加による人的ネットワークの構築や
集落の交通弱者に対する買い物支援等のサポートを行いま
す。
　松山さんは「世界に誇れるような素晴らしい町、活力あ
る町にできるよう頑張っていく。」と決意を述べました。
松山さんの任期は３年間です。

湯らぱーくが開館から３年目を迎え、来館者20万人
を達成しました。20万人目の来館者となったのは

向町の工藤平内吉さんで、同館をほぼ毎日利用している
とのことです。
　工藤さんは「まさか自分が20万人目になるとは思わ
なかった。毎日湯に入りにくるといいことがあるもんだ。
とてもよい温泉なのでこれからも入りにきます。」と語
りました。

中里小学校５年生の児童23人が町内の小野さんの田
んぼで毎年恒例の田植え体験を行い、裸足で田ん

ぼの泥の感触を楽しみました。
　この日植えた品種は県産ブランドの「はれわたり」で、
初めて田植えをする児童もいるなか、苦戦しながらも丁
寧に作業を行いました。
　肌寒さがのこる天気でしたが「泥は少し冷たくて、ぬ
るぬるしているけど気持ちがいい。浜辺の砂にちょっと
似ているかも」と笑顔で話しました。
　田植え体験は今年で12年目を迎え、稲刈り後は精米
したお米を児童に配布する予定です。

町に新たな地域おこし協力隊員！ 集落支援に尽力

祝　湯らぱーく来館者20万人達成!!５/11

中里小学校５年生が田植え体験５/15
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